
鶴
岡
市
の
地
域
振
興
予

算
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
未

来
事
業
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
性
や
資
源
を

活
か
し
た
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
と
交
流
促
進
、
地

域
産
業
の
振
興
な
ど
を
進

め
ま
す
。

令
和
６
年
度
新
規
事
業

は
、

・
藤
島
地
域
観
光
拠
点
魅

１
７
８
万

力
ア
ッ
プ
事
業

４
千
円
、

・
藤
島
歴
史
公
園
案
内
表

１
４
０
万

示
板
整
備
事
業

円
、

・
史
跡
松
ヶ
岡
青
空
マ
ル

万
円
、

シ
ェ
支
援
事
業
60

桜
ヶ
丘
景
観
魅
力
発
信

・

５
万
円
、

事
業

・
月
山
高
原
「
黄
金
色
の

万
２

麦
畑
」
創
出
事
業
73

千
円
、

・
羽
黒
地
域
の
お
し
ご
と

万
８

み
～
つ
け
た
事
業
28

千
円
、

・
羽
黒
地
域
ふ
ら
っ
と
い

万
４
千
円

っ
ぽ
事
業
38

・
く
し
び
き
フ
ル
ー
ツ
振は

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

予
算
を
増
額
（
３
６
７
万

９
千
円
か
ら
５
７
８
万
２

千
円
に
、）

・
鶴
岡
市
南
部
エ
リ
ア
観

１
０
４

光
周
遊
促
進
事
業

万
３
千
円

・
櫛
引
地
域
歴
史
文
化
施

設
ガ
イ
ダ
ン
ス
整
備
事
業

万
円
、

70・
く
し
び
き
若
者
未
来
創

万
２
千
円
、

造
事
業
77

・
櫛
引
ゆ
か
り
の
偉
人
展

１
６
２
万

示
会
開
催
事
業

２
千
円

・
朝
日
地
域
大
鳥
地
区
移万

動
支
援
モ
デ
ル
事
業
31

円
円

・
朝
日
地
域
安
全
・
安
心万

な
除
排
雪
支
援
事
業
15

円
、

・
朝
日
地
域
フ
レ
イ
ル
予

２
０
０
万
円

防
事
業

・
温
海
地
域
家
族
ま
る
ご

６
１
９

と
移
住
体
験
事
業

万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
未
来
基
金
を
充

（

）

当
す
る
経
費
全
体
経
費

と
し
て
、

・
事
業
推
進
員
任
用
経
費

１
５
７
４
万
３
千
円

・
地
域
庁
舎
管
内
施
設
の

（
１
庁

小
規
模
修
繕
事
業

）

舎
あ
た
り
１
０
０
０
万
円

５
０
０
０
万
円
で
す
。
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（月２００円程度）
2月 30人 40,470円
1月 36人 32,030円

地
域
ま
ち
づ
く
り
未
来
事
業

令
和
６
年
度
新
規
は

鶴岡市　地域まちづくり未来事業計画の推進

事業名
事業費

令和６年度　事業内容
H31・R1 R2 R3 R4 R5 R6

地域振興懇談会運

営事業
135万7千円 135万円 91万3千円 135万7千円 177万7千円 88万8千円

地域振興懇談会を開催し、各地域の課題解決策や地域の活性化策について協議を進める

。

地域まちづくり未

来事業（鶴岡）
3,022万6千円 3,180万7千円 3,016万3千円 3,016万1千円 2,016万1千円 2,016万1千円

鶴岡地域の広域コミュニティ組織が、未来に向けて取り組むまちづくり事業を支援し、

住みよい、活力あふれる地域コミュニティの構築を推進する。

地域まちづくり未

来事業（藤島）
6,098万7千円 1,550万6千円 2,250万3千円 2,301万1千円 2,624万2千円 2,779万2千円

1．未来に繋げる田園文化と多様な水田活用農業の振興 6,481千円

2．歴史と文化、交流が彩るふじのまちづくりの推進 16,662千円

3．くらしやすい“藤島”を実感できる生活基盤の再構築 4,649千円

地域まちづくり未

来事業（羽黒）
5,139万9千円 1,787万9千円 4,415万3千円 1,667万8千円 1,380万8千円 1,418万4千円

1．人を惹きつけ魅力あふれる観光の推進 12,780千円

2．地域の特色を生かし価値を高める農業の推進 732千円

3．活力ある地域づくりを担う地域コミュニティの推進 672千円

地域まちづくり未

来事業（櫛引）
2,191万4千円 1,291万9千円 1,512万8千円 1,812万5千円 1,292万4千円 2,018万7千円

1．フルーツの里づくりの推進と、地域資源の観光連携による魅力度の向上　6,999千円

2．黒川能など貴重な歴史文化の継承と活用推進 4,002千円

3．コミュニティの活性化と明るく健康で暮らしやすい地域づくりの推進 9,186千円

地域まちづくり未

来事業（朝日）
5,689万9千円 2,123万5千円 2,553万2千円 2,190万6千円 1,452万4千円 1,927万8千円

1．中山間地域における定住環境の支援 16,098千円

2．森林資源、自然環境などを活用し、中山間地に特化した農林業の振興 1,950千円

3．自然、文化、風土など、地域資源を活用した観光の振興 1,230千円

地域まちづくり未

来事業（温海）
4,095万1千円 3,005万2千円 2,129万8千円 3,153万7千円 2,804万5千円 2,013万8千円

1．あつみ温泉と道の駅を拠点とした地域振興 540千円

2．自然・歴史・文化を生かした交流人口、関係人口の拡大 14,883千円

3．地域特性を生かした農林水産業の振興 2,616千円

4．海・山・自然豊かに暮らし続けられる環境整備 2,099千円

合計 2億6,373万3千円1億3,074万8千円 1億5,969万円1億4,232万7千円 1億1,748万1千円1億2,262万8千円



Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
（
海

藤
喜
久
男
組
合
長
）
の
臨

時
総
代
会
が
２
月

日
、

20

い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ

ー
ル
（
三
川
町
）
で
開
か

れ
ま
し
た
。

、

平
成
元
年
に
建
設
さ
れ

年
が
経
過
し
た
新
余
目

35支
所
は
、
温
泉
と
プ
ー
ル

が
あ
り
、
劣
化
が
進
み
、

今
年
度
は
配
管
が
破
裂
し

て
、
３
階
以
上
が
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
農
協
の
財
務

も
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
支
所
施
設

の
再
編
の
検
討
を
進
め
、

臨
時
総
代
会
に
提
案
と
な

り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
の
「
本
支」

所
施
設
の
再
編
に
つ
い
て

は
、
最
終
的
な
再
編

の
考
え
方
は
、
北
部

エ
リ
ア
と
南
部
エ
リ

ア
の

つ
の
エ
リ
ア

2

に
分
け
た
施
設
再
編

を
行
う
。

北
部
エ
リ
ア
は
、

新
余
目
・
立
川
・
藤

島
・
三
川
、

南
部
エ
リ
ア
は
、
温
海

・
羽
黒
・
櫛
引
・
朝
日
。

再
編
の
進
め
方
は
、
Ｊ

Ａ
の
財
務
や
収
支
の
見
通

し
、
減
損
処
理
等
を
考
慮

し
、
段
階
的
に
進
め
る
。

（

）
、

北
部
支
所
仮
称
は

、

新
余
目
と
立
川
を
統
合
し

場
所
は
庄
内
町
廻
館
と
す

る
。令

和
６
年
７
月
に
新
余

目
を
移
行
し
、
令
和
７
年。

２
月
に
立
川
も
移
行
す
る

職
員
は
、
新
余
目

人
31

と
立
川

人
の
合
計

人

23

54

か
ら
、
約

人
が
減
員
の

16

見
込
み
。

（

）
、

南
部
支
所
仮
称
は

令
和
７
年
４
月
に
櫛
引
支

所
と
朝
日
支
所
を
統
合
す

る
が
、
朝
日
出
張
所
（
営

農
課
・
管
理
金
融
課
）
を

残
し
、
南
部
で
８
人
の
減

員
の
見
込
み
。

第
２
号
議
案
の
「
固
定

資
産
の
取
得
に
つ
い
て
」

は
、
庄
内
町
廻
館
の
北
部

支
所
（
仮
称
）
の
新
設
と

用
地
取
得
で
、
概
算
事
業

費
は
建
物
２
億
７
０
８
８

万
円
、
用
地
１
３
０
０
万

円
。第

３
号
議
案
の
「
固
定

資
産
の
処
分
に
つ
い
て
」

は
、
三
川
麦
セ
ン
タ
ー
施

設
の
解
体
処
分
で
、
概
算

事
業
費
５
１
７
４
万
円
。

い
ず
れ
も
実
出
席
総
代

の
反
対
は
な
く
（
書
面
反

対
６
、
３
号
議
案
７
、
可
）

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

基
金
な
ど
公
的
資
金
を
投

入
す
る
等
、
株
価
を
上
げ

る
政
策
を
し
て
き
た
事
。

円
安
も
影
響
し
て
い
た
と

か
。
証
券
業
界
で
は
、
ま

だ
上
が
っ
て
、
４
万
円
超

え
も
あ
る
だ
ろ
う
と
予
想

し
て
い
る
よ
う
だ
。

▲
気
を
付
け
た
い
の
は
、

ど
っ
か
に
良
い
話
が
あ
る

と
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い

程
あ
る
、
サ
ギ
か
ら
の
誘

惑
。
政
府
は
、
庶
民
の
貯

金
を
動
か
し
た
く
っ
て
、

個
人
で
出
来
る
投
資
の
道

を
作
っ
た
ん
だ
。
ニ
ー
サ

、

、

が
そ
れ
だ
が
投
資
話
は

農
協
や
近
く
の
銀
行
か
ら

の
話
は
聞
い
て
も
、
電
話

で
の
誘
い
に
は
絶
対
乗
ら

な
い
事
だ
。
そ
れ
こ
そ
、、

小
金
持
ち
の
お
年
寄
り
が

老
後
に
と
握
っ
て
い
た
金

が
そ
っ
く
り
無
く
な
る
ば

か
り
か
、
立
ち
上
が
れ
な

い
程
の
金
を
持
っ
て
い
か

れ
た
話
で
テ
レ
ビ
は
賑
や

か
だ
か
ら
。

▲
俺
は
携
帯
を
操
作
し
な

い
か
ら
、
携
帯
を
持
っ
て

金
融
機
関
で
暗
証
番
号
・

っ
て
事
は
な
い
（
石
川
）

。

、

、

㎝

㎝

篆
額
下
幅
１
３
７

厚
さ
左
端

、
右
端

㎝
24

19

で
あ
る
。

㎝

、

畳
は
ほ
ぼ
縦
１
８
０
㎝

横

で
、
１
６
２

と

㎝

㎡

90
さ
れ
て
い
る
。

当
本
体
は
、
大
き
さ
は

畳
の
１
・
５
倍
の
高
さ
、

幅
も
ほ
ぼ
１
・
５
倍
で
あ

る
か
ら
、
均
衡
が
と
れ
た

大
き
さ
と
思
わ
れ
る
。

、

石
は
仙
台
石
と
称
さ
れ

松
島
産
砂
岩
で
あ
る
。
柔

ら
か
く
加
工
し
や
す
い
の

で
刻
字
に
よ
い
石
質
で
、

後
世
ま
で
保
存
さ
れ
る
と

い
う
。

５
ｍ
ほ
ど
。
周
り
を
石
組

で
締
め
、
同
時
に
石
柱
を

金
具
で
繋
ぎ
、
堂
々
た
る

も
の
で
あ
る
」
と
。

そ
の
後
、
か
つ
て
旧
藤

島
町
在
住
の
頃
、
町
内
会

で
の
飲
み
友
だ
ち
で
あ
っ

た
北
山
石
材
店
と
、
東
田

川
文
化
記
念
館
職
員
の
渡

部
隆
志
両
君
に
、
石
質
と

測
量
図
を
依
頼
し
た
。

予
想
以
上
に
早
く
結
果

が
送
付
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
、
石
碑
本
体
は
、、

高
さ
右
端
最
長
２
６
９
㎝

中
２
６
２

、
左
端
２
６

㎝

２
・
５

、
巾
は
最
下
部

㎝

１
３
４

、
最
大
１
３
９

㎝

株
価
が
上
が
っ
て
も

株
価
が
、
バ
ブ
ル
期
後

初
め
て
バ
ブ
ル
期
の
最
高

値
を
突
破
し
た
と
、
大
は。

し
ゃ
ぎ
を
し
て
い
た
っ
け

東
京
証
券
取
引
所
に
上
場

す
る
約
２
０
０
０
銘
柄
の

内
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
Ｎ

Ｔ
Ｔ
な
ど
２
２
５
銘
柄
の

株
価
を
平
均
し
た
も
の
を

日
経
平
均
株
価
と
言
い
、

こ
れ
が

年
ぶ
り
に
最
高

34

の
値
に
な
っ
た
ん
だ
と
。

▲
バ
ブ
ル
の
時
は
、
俺
に

も
そ
れ
な
り
に
良
い
影
響

が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
今

回
は
暮
ら
し
が
良
く
な
る。

な
ん
て
こ
と
は
あ
る
ま
い

、

、

ど
っ
か
の
誰
か
つ
ま
り

良
い
処
の
株
を
持
っ
て
い

た
金
持
ち
に
、
金
が
な
お。

溜
ま
っ
た
っ
て
事
だ
ろ
う

言
え
ば
、
爪
の
間
を
汚
す

こ
と
が
無
い
、
額
に
汗
を

し
な
い
人
達
が
ニ
タ
ニ
タ

し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
想

像
す
る
ん
だ
が
、
こ
ん
な

下
品
は
良
く
な
い
か
？

▲
こ
う
な
っ
た
の
は
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
降
、
年
金

『
駐
鑾
之
碑
』
の
「
規

ち
ゆ
う
ら
ん

模
と
特
色
」
に
つ
い
て
、

年

月

日
付
に
次
の

23

11

26

よ
う
に
書
い
た
。

「
基
壇
は
ほ
ぼ
４
ｍ
四

方
、
石
碑
の
高
さ
は
４
・

東
田
川
史
跡
物
語

『
駐
鑾
之
碑
』
規
模
調
査
の
現
段
階
①

青
山

崇

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
臨
時
総
代
会

北
部
・
南
部
エ
リ
ア
に
再
編

あいさつするＪＡ庄内たがわ
海藤喜久男組合長


